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USP19; KIAA0891; ZMYNDY; Ubiquitin carboxyl-terminal hydrolase 19; Deubiquitinating
11k enzyme 19; Ubiquitin thioesterase 19; Ubiquitin-specific-processing protease 19; Zinc finger
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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。,機能：26Sプロテアソームと連携してユビキチン依存性タンパク質分解経路に関与する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,配列注意：翻訳N末端が短縮される。,類似性：ペプチダーゼC19ファミリーに属する。,類似性：MYND型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：CSドメインを2つ含む。,触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。,機能：26Sプロテアソームと連携してユビキチン依存性タンパク質分解経路に関与する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。 ATR.,配列注意:翻訳N末端が短縮されています。,類似性:ペプチダーゼC19ファミリーに属します。,類似性:1つのMYND型ジンクフィンガーを含みます。,類似性:2つのCSドメインを含みます。,
	研究分野
	細胞生物学; タンパク質分解 / ユビキチン; プロテアソーム / ユビキチン; プロテアソーム
	画像データ
	

	USP19抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	USP19抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NIH-3T3細胞のウエスタンブロット解析。USP19ポリクローナル抗体を1：2000に希釈した。二次抗体は1：20000に希釈した。

